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勤務間インターバルの設計と最低賃金のお知らせ 
 2019 年 4 月から、働き方改革推進法の一環として勤務間インターバル制度が努力義務とされるため、実現

方法を確認しておきたいと思います。また 10 月に発効される最低賃金の情報もお知らせします。 

 

１．勤務間インターバル制度 

（１）勤務間インターバルとは 

 労働時間等の設定の改善に関する特別措置法にて「2条 事業主は（略）健康及び福祉を確保するために

必要な終業から始業までの時間の設定、年次有給休暇を取得しやすい環境の整備その他の必要な措置を講ず

るように努めなければならない。」とされました。 

 終業から翌日の始業までの間を勤務間インターバルと呼んでいますが、導入時には設計が必要です。勤務

間インターバルの時間数は、終業後に退勤した従業員が十分な睡眠を取り、家事など家庭の運営に必要な時

間を確保することを前提に設計します。 

 

（２）勤務間インターバル制度のパターン（ⅰ、ⅱ） 

 
 ⅰ翌日の始業時刻を固定する 

所定労働時間９時～１８時の場合で１１時間のインターバル時間を確保する場合では、２３時までの残業

を行ったとすると、翌日の９時から１０時の間は労働を免除します。逆の見方をすると、翌日の始業時刻を

固定することを前提に考えれば、前の日の終業時刻の時限はおのずと２２時に決まるので、その時刻以降の

時間外労働を禁止するという方法も、勤務間インターバル制度と言えます。さらには、所定外労働を命じな

いとすることも、広い意味での勤務間インターバル制度に含まれます。 

 

 ⅱ翌日の始業時刻を動かす 

実際の残業の終業時刻に合わせて、翌日の始業時刻をずらす方法です。この方法は、個々の労働者に翌日

の始業時刻をいかに認識してもらうかが重要です。また、一定の期間連続して時間外労働が発生した場合は、

日ごとに始業時刻がずれていき、どこかで休日との整合性を図ることになります。 

 
２．地域別最低賃金 

平成 30 年度の地域別最低賃金が改正・公示されました。以下、首都圏の決定内容です。 

都道県名 (新)時間額※ 前年の時間額 発効日 注意点 

東京都 985 円 958 円 10 月 1 日 ※特定地域内の特定の産業

に設定される特定最低賃

金も適用となる事業場

は、高い方が適用されま

す。厚生労働省のホーム

ページなどでご確認くだ

さい。 

神奈川県 983 円 956 円 同上 

埼玉県 898 円 871 円 同上 

千葉県 895 円 868 円 同上 

茨城県 822 円 796 円 同上 

栃木県 826 円 800 円 同上 

山梨県 810 円 784 円 10 月 3 日 

群馬県 809 円 783 円 10 月 6 日 
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